
大
声
で
言
わ
れ
る
と
と
て
も
う
れ
し

く
な
る
し
、
励
み
に
な
り
ま
す
。

―
今
後
の
展
望
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

い
つ
ま
で
活
動
を
続
け
ら
れ
る
か

心
配
で
す
が
、
元
気
な
う
ち
は
続
け

た
い
で
す
。

安
全
な
通
学
に
貢
献
出
来
て
う
れ
し
い

安
全
な
通
学
に
貢
献
出
来
て
う
れ
し
い

　

日
々
子
ど
も
た
ち
を
危
険
か
ら
守

る
、
見
守
り
隊
の
樋
渡
孝
一
さ
ん
（
猿

田
町
）
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

　

6
年
前
に
、
猿
田
町
の
役
員
６
人

で
、
見
守
り
隊
の
活
動
を
始
め
ま
し

た
。
最
初
の
メ
ン
バ
ー
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
３
カ
月
後
に

私
も
誘
わ
れ
る
形
で
入
隊
し
ま
し
た
。

現
在
は
週
に
2
回
程
度
、
他
の
メ
ン

バ
ー
と
共
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

―
日
々
の
活
動
の
や
り
が
い
は
？

　

朝
は
車
の
交
通
量
が
多
く
危
険
で

す
。
そ
れ
で
も
こ
の
６
年
間
、
無
事

故
だ
っ
た
の
は
、
私
た
ち
が
横
断
歩

道
で
見
守
っ
て
き
た
頑
張
り
の
成
果

か
な
と
、
胸
を
張
っ
て
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
素
直
で
ち
ゃ
ん
と

止
ま
っ
て
く
れ
る
し
、
あ
い
さ
つ
も

元
気
よ
く
、
と
て
も
心
地
が
良
い
で

す
。「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

車道は原則、左側を通行　歩道は例外、歩行者を優先
交差点では信号と一時停止を守って、安全確認
夜間はライトを点灯
飲酒運転は禁止

①
②
③
④

　自転車利用中の交通事故で亡くなった方は、約７割が頭部に
致命傷を負っています。また、ヘルメット非着用者は、着用者
の約1.6倍、致死率が高くなっています。

■問合せ：環境防災課危機管理係
　　　　　☎0234-43-0246

0.0%

0.2%

0.4%

0.6%

0.8%

着用

0.45％

0.74％

1.6倍

非着用

ヘルメット着用別致死率

ヘルメット着用で命を守りましょう！

他にもこんな点が改正されました！

庄内警察署　地域交通課長庄内警察署　地域交通課長
今井 宏明今井 宏明さんさん

よ
う
や
く
寒
さ
も
和
ら
ぎ
、
外

出
し
や
す
い
春
の
到
来
で
す
。

し
か
し
気
分
が
高
揚
す
る
な
か
で
、

運
転
中
に
は
思
わ
ぬ
リ
ス
ク
も
潜

ん
で
い
ま
す
。

　

庄
内
警
察
署
で
は
、
交
通
事
故

防
止
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
、

令
和
4
年
に
管
内
で
発
生
し
た
事

故
を
ま
と
め
た
交
通
事
故
マ
ッ
プ

を
作
製
し
ま
し
た
。
死
亡
事
故
と

重
傷
事
故
の
発
生
場
所
、
事
故
多

発
場
所
に
印
を
つ
け
、
事
故
形
態

な
ど
も
一
緒
に
表
示
し
て
注
意
を

促
す
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
地
域
の
交
通
安
全
を

支
え
る
、
庄
内
警
察
署
の
今
井
宏

明
地
域
交
通
課
長
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

�

交
通
事
故
マ
ッ
プ
。

詳
細
は
町
内
各
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
や

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

―
町
民
の
み
な
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
し
ま
す

　
事
故
の
多
く
は
ち
ょ
っ
と
し
た
不

注
意
で
起
き
て
い
ま
す
。
悲
惨
な
交

通
事
故
を
無
く
す
に
は
、
み
な
さ
ん

の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
ご
家
庭
や

職
場
な
ど
で
も
交
通
事
故
防
止
に
つ

い
て
話
し
合
い
、
意
識
を
高
め
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。

　
近
年
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
、

ア
ク
セ
ル
の
踏
み
間
違
い
の
事
故
な
ど

が
相
次
い
で
い
ま
す
。
ご
自
身
の
運
転

技
術
を
過
信
せ
ず
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

慎
重
に
運
転
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

高
齢
や
病
気
な
ど
で
運
転
に
不
安
を
感

じ
て
い
る
方
は
、
庄
内
警
察
署
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。（
4
、
5
ペ
ー
ジ
に
案

内
あ
り
）

―
管
内
の
交
通
事
故
、
交
通
違
反
の

特
徴
は
？

　

昨
年
、
庄
内
町
で
は
人
身
事
故
が

35
件
、
物
損
事
故
が
3
6
0
件
、
死

亡
事
故
が
１
件
、
重
傷
事
故
が
７
件

発
生
し
ま
し
た
。
追
突
事
故
や
出
会

頭
の
事
故
が
多
く
、
考
え
ご
と
な
ど

で
前
を
よ
く
見
て
い
な
か
っ
た
こ
と

な
ど
が
主
な
原
因
で
す
。

　

管
内
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
事
故
が

日
中
の
９
時
頃
か
ら
正
午
、
14
時
か

ら
17
時
頃
に
か
け
、
県
道
な
ど
の
幹

線
道
路
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
時
間
帯
に
は
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

う
ほ
か
、
登
下
校
の
時
間
帯
は
通
学

路
で
、
日
中
は
幹
線
道
路
で
の
取
締

り
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
交
通
安
全
教

育
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

―
春
に
お
け
る
交
通
事
故
を
防
ぐ
た

め
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

　

見
通
し
の
悪
い
道
路
を
通
行
す
る

時
は
、
危
険
予
測
の
意
識
を
持
ち
、

慎
重
に
運
転
し
て
く
だ
さ
い
。
春
は

路
面
が
部
分
凍
結
す
る
こ
と
も
あ
り
、

濡
れ
た
カ
ー
ブ
な
ど
で
は
十
分
に
速

度
を
落
と
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
歩
行
者
の
み
な
さ
ん
も
、自
分
の
身

は
自
分
で
守
る
と
い
う
意
識
を
持
っ

て
、道
路
を
横
断
す
る
時
は
周
囲
の
安

全
確
認
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。４
月
か

ら
は
道
路
交
通
法
で
自
転
車
乗
車
時

の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義
務
と

な
り
ま
す
。自
転
車
に
乗
る
時
は
必
ず

「交通事故0
ゼ ロ

の 町を目指して」
特集

ヘルメット着用が努力義務に自転車運転中の

　自動車安全利用五則が改定され、自転車運転中のヘルメットの着用が全国的に努力義務になり
ました。４月からは、自転車を運転する場合、年齢に関係なくすべての利用者が乗車用ヘルメッ
トをかぶるように努めなければなりません。

自転車教室自転車教室

交交
通
安
全
の
た
め
に

　

見
守
り
隊
の
ほ
か
に
も
、
交
通
事

故
が
な
く
な
る
よ
う
、
関
係
機
関
が

協
力
し
、
幼
稚
園
や
保
育
園
な
ど
で

も
、
交
通
事
故
防
止
の
た
め
の
安
全

教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

見守り隊見守り隊
樋渡 孝一樋渡 孝一さんさん

庄内警察署で
実施してい

る交通事故防止
のための活動

悲
惨
な
交
通
事
故
を
無
く
し
た
い

悲
惨
な
交
通
事
故
を
無
く
し
た
い

高齢者への安全講話高齢者への安全講話

かもしかクラブかもしかクラブ
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「交通事故 0
ゼロ

の町を目指して」

・�申請による運転免許の
取消通知書
・無効後の運転免許証
　�を受け取ってください。

庄内警察署の交通係に行き、
免許を返納する旨を伝えて
ください。平日の 9:00 ～
16:30 までの受付になりま
す。※予約不要

②で書類を受け取ったら
・環境防災課危機管理係
・立川総合支所総合支所係
　�に持参し、申請手続きを行っ
てください。

タクシー利用券が後日ご自宅
に郵送されます。利用には身
分証明書が必要になりますの
で、ご利用の際は身分証明書
を提示ください。

庄内警察署に免許返納 庄内警察署から
各種書類を受け取る

役場に書類を提出 タクシー利用券を受け取る

① ②

③ ④

●�対象：満 70歳以上の庄内町に住んでいる方で、免許証を返納してから 1年以内の方
　※保健福祉課の「障害者社会参加移動支援事業」、「高齢者外出支援事業」を受けている方は対象外です。
●内容：�申請時期によりタクシー利用券の枚数が変わります。

申請時期 金額
４月～６月 20,000円（500円券×40枚）
７月～ 9月 15,000円（500円券×30枚）
10月～12月 10,000円（500円券×20枚）
１月～３月 ��5,000円（500円券×10枚）

（有効期限は申請年度の 3月末）
※次年度以降は 4年間申請できます。金額は、初年度の半分の交付になります。
※申請は代理人でも可能です。初回の申請に限り、免許返納日から１年以内に申請をお願いします。

●�対象：【シルバーパス】65歳以上の方【ゴールドパス】70歳以上の方…それぞれ申請した方に交付します。
●�内容：乗車料金が、シルバーパスを提示すると半額、ゴールドパスを提示すると無料になります。
　　　　※デマンドタクシー余目酒田線ではシルバーパス、ゴールドパスを使用することはできません。
【町営バス路線】
①幹線路線（立谷沢余目線）……北月山荘から役場間の往復便です。
②循環路線……町内を４つのコースで運行する循環便です。
③�中心市街地循環線……余目地内の医療機関と大型店舗を含む中心市街地を１日８回循環します。
④�デマンドタクシー……三ケ沢狩川線、出川原狩川線、余目酒田線の３路線を運行しています。利用には、
事前の登録が必要です。１度の登録で、無期限で利用可能です。
※町営バスの乗り方、時刻表の見方など出前講座も行います。お気軽に問合せください。

特集

　

き
っ
か
け
は
孫
か
ら
の
ス
ス
メ
で
し
た
。

昨
年
、
長
年
の
愛
車
を
車
検
に
出
し
た
と
こ

ろ
、
30
万
円
も
必
要
に
な
り
、
車
を
手
放
す

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
際
、孫
か
ら
「
別

の
車
に
乗
っ
て
事
故
を
起
こ
し
た
ら
い
け
な

い
」
と
言
わ
れ
、
若
い
人
達
に
迷
惑
を
か
け

ら
れ
な
い
と
割
り
切
る
こ
と
が
で
き
、
免
許

証
を
返
納
し
よ
う
と
決
め
ま
し
た
。

　

自
分
の
好
き
な
と
こ
ろ
に
行
き
づ
ら
く

な
っ
た
の
は
不
便
で
す
が
、
町
営
バ
ス
や
タ

ク
シ
ー
券
の
制
度
が
あ
る
の
で
、
決
心
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
同
じ
よ
う
に
免
許
証
を
返
納
し
よ
う
と
し

て
い
る
人
は
、
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に

も
、
免
許
証
を
返
納
し
て
も
い
い
の
で
は
な

い
か
な
と
思
い
ま
す
。

遠田 春子遠田 春子さんさん
（提興屋）（提興屋）

返
納
し
た
方
の
声

返
納
し
た
方
の
声

高齢者運転免許証自主返納支援事業
環境防災課危機管理係☎0234-43-0246

町営バス事業（はっぴーバス）
企画情報課まちづくり係☎0234-42-0162

申請方法申請方法

制
度
の
お
か
げ
で
運
転
を

諦
め
る
こ
と
が
出
来
た

町の支援制度
　返納しても大丈夫！

を紹介します

高齢になって、運転に不安を感じたら
ご家族と相談し、
運転免許証の「自主返納」
考えてみませんか。

お
得
な
タ
ク
シ
ー
券

気
軽
で
便
利
！

　高齢になって運転に不安を感じたら、運転免許証の自主返納をお勧めします。運転免許
証がなくなったらどこにも行けないという不安を解消するため、町では自主返納支援事業
や、町営バスなどの利便性を向上させる取組を行っています。今後も運転免許証を返納し
ても、安心して生活できるよう移動手段の確保に継続して取り組んでいきます。
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